
　
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
、
地
域
産
業
の
結
束
を
通
じ
て
、
モ
ノ
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
わ
が
国
の
産
業
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
異
業
種
交
流
組
織
で
、
日
刊
工
業
新
聞
社
の
支
社
、
支
局
が
事
務
局
と
な
っ

て
い
る
。
産
学
官
交
流
の
草
分
け
で
、
１
９
６
４
年

昭

４
月
２
日
に
、
全
国
で
初
め
て
「
栃
木
工
業
人
ク

ラ
ブ

現
栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ

」
が
、
翌
４
月
３
日
に
「
埼
玉
工
業
人
ク
ラ
ブ

現
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

」

が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
千
葉
、
群
馬
、
茨
城
な
ど
関
東
各
地
に
、
さ
ら
に
は
経
済
成
長
と
と
も
に
全
国
に
活
動

の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。
２
０
１
２
年
３
月
に
は
、
九
州
の
大
分
県
に
最
も
新
し
い
ク
ラ
ブ
の
大
分
産
業
人
ク
ラ

ブ
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
全
国
に
支
部
を
含
め
て

ク
ラ
ブ
、
会
員
約
１
８
０
０
人
を
擁
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
で
き
上
が
っ
た
。
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日
刊
工
業
新
聞
社
は
２
０

１
０
年
度
、
産
業
人
ク
ラ
ブ

事
業
を
強
化
す
る
狙
い
か
ら

新
た
に
「
会
員
倍
増
計
画
」

を
打
ち
出
し
た
。
本
計
画
で

は
、
既
存
組
織
に
お
け
る
会

員
増
強
と
新
規
ク
ラ
ブ
組
織

立
ち
上
げ
に
よ
る
会
員
獲
得

の
大
き
く
二
つ
の
柱
を
掲
げ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
新
し
い

ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
で
は
、

北
九
州
、
多
摩
、
掛
川
、
四

国
、
長
野
の
五
つ
の
ク
ラ
ブ

が
設
立
さ
れ
た
。

　
こ
の
う
ち

年

月

日

に
立
ち
上
が
っ
た
東
京
・
多

摩
地
域
の
若
手
経
営
者
や
後

継
者
で
組
織
す
る
「
多
摩
産

業
人
ク
ラ
ブ
」
と

月

日

に
設
立
さ
れ
た
「
掛
川
産
業

人
ク
ラ
ブ
」
は
若
手
経
営
者

で
構
成
さ
れ
る
ク
ラ
ブ
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
多
摩

産
業
人
ク
ラ
ブ
は
、
初
代
会

長
に
京
西
テ
ク
ノ
ス
の
臼
井

努
社
長
が
選
出
さ
れ
た
。

社
の
経
営
者
・
後
継
者
が
参

加
す
る
組
織
で
、
平
均
年
齢

は

・
３
歳
。
一
方
、
掛
川

産
業
人
ク
ラ
ブ
は
多
摩
産
業

人
ク
ラ
ブ
よ
り
も
さ
ら
に
若

く
平
均
年
齢
は

・
４
歳
で

結
成
さ
れ
た
。
静
岡
県
掛
川

市
と
そ
の
近
隣
地
域
の
若
手

経
営
者
や
後
継
者
で
組
織
で

社
の
経
営
者
・
後
継
者
で

構
成
し
て
い
る
。
初
代
会
長

に
榛
葉
貴
博
榛
葉
鉄
工
所
専

務
を
選
出
し
た
。
日
刊
工
業

新
聞
社
で
は
、
今
後
も
産
業

人
ク
ラ
ブ
事
業
を
質
、
量
と

も
に
強
化
、
発
展
さ
せ
る
こ

と
で
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
く
構
え
だ
。

　
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
、
第
１

号
の
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
て
間

も
な
く

年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
そ
の
ル
ー
ツ

は
、

年
に
日
刊
工
業
新
聞

社
北
関
東
支
社

現
さ
い
た

ま
総
局

が
地
方
産
業
人
の

交
流
を
促
す
組
織
と
し
て
前

身
の
「
工
業
人
ク
ラ
ブ
」
を

組
織
と
し
た
こ
と
に
始
ま

る
。
日
刊
工
業
新
聞
社
で

は
、
さ
か
の
ぼ
る

年
に
東

京
の
本
社
を
中
心
に
有
力
産

業
人
が
集
ま
り
、
企
業
と
新

聞
社
が
一
体
と
な
る
形
で
産

業
振
興
を
目
指
す

日
本
工

業
会
を
結
成
し
て
い
た
が
、

地
域
単
位
で
活
動
す
る
産
業

人
ク
ラ
ブ
の
原
型
は
工
業
人

ク
ラ
ブ
が
創
り
上
げ
た
。

　
当
時
、
日
刊
工
業
新
聞
社

北
関
東
支
社
で
は
、
管
内
の

支
局
、
通
信
部
を
通
じ
て
、

各
地
区
単
位
で
設
立
世
話
人

と
協
力
し
、
栃
木
、
埼
玉
、

常
磐
、
千
葉
、
群
馬
に
五
つ

の
工
業
人
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上

げ
た
。
そ
の
後
、

年
に
６

ク
ラ
ブ
の
本
部
機
構
と
し
て

「
工
業
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

を
設
立
し
た
。
関
東
地
方
以

外
の
地
域
で
は
、

年
２
月

に
名
古
屋
工
業
倶
楽
部
が
設

立
さ
れ
、

年
に
名
古
屋
工

業
人
ク
ラ
ブ

現
名
古
屋
産

業
人
ク
ラ
ブ

に
改
称
。
ま

た
、
関
西
地
区
で
は

年
の

関
西
工
場
長
連
盟
の
設
立
を

経
て

年
に
関
西
工
業
人
連

盟
に
発
展
的
に
改
組
さ
れ
、

年
に
現
在
の
大
阪
産
業
人

ク
ラ
ブ
と
な
っ
た
。
産
業
人

ク
ラ
ブ
は
わ
が
国
の
高
度
経

済
成
長
と
と
も
に
、
そ
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
き

た
。

　

年
代
初
頭
に
工
業
人
ク

ラ
ブ
は
転
換
点
を
迎
え
る
。

年
６
月
に
、
そ
れ
ま
で
の

「
日
本
工
業
人
ク
ラ
ブ
」
を

改
め
て
「
日
本
産
業
人
ク
ラ

ブ
」
へ
と
名
称
変
更
し
た
。

名
称
変
更
は
、
第
二
次
産
業

が
わ
が
国
の
産
業
構
造
の
変

化
に
よ
っ
て
、
第
三
次
産
業

と
一
体
化
し
始
め
た
こ
と
を

背
景
に
決
め
た
。
ク
ラ
ブ
活

動
の
新
し
い
要
素
と
し
て
、

産
業
界
と
大
学
と
の
交
流
の

場
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
現
在
、
産
学
連
携
を

中
心
に
活
動
を
行
う
も
の
と

し
て
は
、
埼
玉
産
業
人
ク
ラ

ブ
が
東
京
電
機
大
学
と
「
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会
」
、
日
本

工
業
大
学
と
「
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

産
学
交
流
会
」
を
、
東
京
産

業
人
ク
ラ
ブ
が
芝
浦
工
業
大

学
と
「
東
京
産
学
交
流
会
」

を
共
催
す
る
。

　
ま
た
、
製
造
業
を
中
心
に

メ
ン
バ
ー
を
構
成
す
る
産
業

人
ク
ラ
ブ
の
中
で
異
色
の
存

在
も
あ
る
。
東
京
地
区
で
は

サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
と
し
女

性
経
営
者
だ
け
で
会
員
を
組

織
す
る
「
東
京
産
業
人
ク
ラ

ブ
女
性
部
会
」
が
あ
る
。
女

性
経
営
者
の
経
営
環
境
整
備

を
目
的
に
調
査
、
研
究
、
交

流
を
実
施
し
、
女
性
経
営
者

の
連
携
を
も
っ
て
政
策
提
言

を
行
う
組
織
で
、

年
４
月

に
設
立
さ
れ
、
現
在
の
会
員

数
は

人
に
上
る
。


